
秋田県

実績

秋田県森林経営管理制度推進事業
（市町村技術者等養成事業）

686 686 0
地域林政アドバイザーの育成や、市町村職員等を対象に事務実務や
技術の習得等のための研修を開催。

・市町村職員等を対象とした研修
 16回開催（201名参加）

秋田県森林経営管理制度推進事業
（普及啓発事業）

12,422 12,422 0
森林整備を検討するためのモデル林の管理と、市町村職員等を対象
とした現地検討会等を実施。

・市町村職員等を対象とした研修
 １回開催（28名参加）

アドバイザー、人材
派遣等

秋田県森林経営管理制度推進事業
（秋田県森林経営管理制度支援センター運
営事業）

9,553 9,553 0
市町村の森林経営管理制度の推進を支援するため、支援員４名を配
置し、市町村の進捗状況等に応じた業務指導等の支援を実施。

・支援員による技術等指導の実施
 24市町村

森林情報利活用ステップアップ事業（森林
GIS高度化事業）

13,980 13,975 5 0
森林情報の効率的な連携や精度向上を実現する森林ＧＩＳの機能を
充実させるとともに、高度化した森林ＧＩＳの利活用を継続して推
進し、市町村における円滑な森林環境譲与税事業の実施を支援。

森林GISへ林道・作業道管理機能の追加

森林情報利活用ステップアップ事業（森林
情報デジタル化推進事業）

130,840 26,168 104,672 0
森林経営管理制度等の森林整備を推進するため、航空レーザー計測
及びデータ解析を実施し、森林の基盤情報のデジタル化を図るとと
もに、市町村とデータを共有。

航空レーザ計測及びデータ解析を実施

森林・林業雇用総合対策事業
（森林整備担い手育成事業）

71,590 10,841 60,749 0
将来の地域林業を担う人材の育成を目的として、林業従事者を対象
とした「ニューグリーンマイスター育成学校」を開校し、林業に関
する知識や技術の習得のための研修を実施。

1年生29人、2年生33人の技術者を育成

森林・林業雇用総合対策事業
（秋田の高校生林業体験事業）

1,022 1,022 0 0
林業に興味を持つ高校生に高性能林業機械の操作や基礎的な機械の
使い方等の体験を実施。

研修受講7人

森林・林業雇用総合対策事業
（林業就業サポート事業）

5,500 5,500 0 0
無料職業紹介所を開設し、就業相談や就業先の斡旋を行うほか、就
業前の林業体験研修の紹介等行うなどの就業支援の実施。

相談件数６件、林業事業体就業者１人

森林・林業雇用総合対策事業
（新規林業就業者雇用支援事業）

1,491 1,491 0 0

新たな森林管理システムによる森林整備の推進に向けて、「意欲と
能力のある林業経営者」となる林業事業体での人材確保が急務と
なっていることから、林業体験研修を通じて県内外から広く新規就
業者の確保を図った。

研修受講2人

「オール秋田で育てる」林業トップラン
ナー養成事業

34,200 26,980 7,220 0
秋田林業大学校において、就業前の林業未経験者を対象に、幅広い
知識・技術とマネジメント能力等を習得する研修を実施し、将来の
林業を担う若い林業技術者を養成。

1年生18人、2年生16人の技術者を養成

木材利用の推進
非住宅分野における県産材需要拡大事業
（都市で広がる秋田の木づかい推進事業）

18,020 970 17,050 0
都市部自治体が主催するイベントに出展するなど、県産材のＰＲ活
動を実施した。

プロモーション活動（18回）

非住宅分野における県産材需要拡大事業
（あきた木造建築促進事業）

3,381 3,381 0 0
市町村等を対象にした木材利用に係る研修会を開催するとともに、
市町村等の木造設計案件などに対して専門家（アドバイザー）を派
遣した。

・市町村職員等を対象とした研修
 7市村・5回開催（174名参加）
・アドバイザーによる市町村支援（1市）

県産材新用途開発事業 6,017 6,017 0 0 県内市町村等が行うスギ丸太杭の利用に向けた支援を行った。
・スギ丸太杭の用途開発に向けて、データ収集を
実施。

 基金積立 秋田県森林環境譲与税基金 29,141 29,141 0 29,141
令和４年度以降の市町村支援等に活用するため、令和３年度執行残
額を基金に積み立てた。

合計 337,844 148,148 189,696 29,141

※端数処理の関係上、各事業の事業費計と合計の額が合致しない場合がある。

森林環境譲与税に関する決算状況一覧（令和３年度）

事業総額（千円）

事業区分 事業名
当年度基金
への積立額
（千円）

事業内容 税導入の効果うち森林環境
譲与税（千
円）

うち他の財源
（千円）

人材育成・担い手対
策支援

【ワンフレーズ】
税活用により、
 ４市において、経営管理権集積計画の作成
につながるとともに、２市において、市町村
森林経営管理事業による森林整備の実施につ
ながった。
 また、担い手の確保・育成対策として、林
業従事者を対象に、現場で求められる知識や
技術の向上のための研修を実施し技術の向上
を図ったほか、秋田林業大学校において、森
林整備を担う人材の育成・確保に取り組ん
だ。
 さらに、森林資源の循環利用を促進するた
め、木材の利用拡大に取り組んだ。

【詳細】
 秋田県では本税を活用し、令和元年度に県
内４箇所に設置した秋田県森林経営管理支援
センターに配置された支援員が、令和３年度
も引き続き市町村の進捗状況に応じたきめ細
かな助言等を行い、制度推進につなげること
に取り組んだ。
 具体的には、全市町村の約９割の23市町村
において意向調査が実施されたほか、６市町
村において経営管理権集積計画が作成され、
６市町において、市町村森林経営管理事業に
より、森林整備が実施された。
 また、県内で17回の研修やセミナーを開催
し、延べ229名、県内ほぼ全ての市町村が参加
し、制度の周知や知識の向上が図られた。
 45歳以下の林業従事者に対し、２年間の講
義や実習を行った。令和３年度は１年生29
人、２年生33人に対して研修を実施した。
 秋田林業大学校において、１年生18人、２
年生16人に対して研修を実施し、２年生は２
年間の研修を経て林業関係会社へ就業してい
る。
 県内の林業に興味を持つ7人の高校生に対
し、林業の基礎的体験実習を行い、うち2人が
林業関係へ就業し、1人が林業大学校へ入構し
た。また、県内への移住希望者等を対象に、
トライアル研修等を実施したほか、無料職業
紹介所を開設し、就業支援を総合的に行える
体制を整備した。
 川崎市の公共施設等に県産材が使用され、

市町村職員等の研修

事業支援システムの
構築


